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バ
ビ
ロ
ン
第
一
王
朝
（
前
一
八
九
四
〜
前
一
五
九
五
年
）
は
、
バ
ビ
ロ

ン
に
成
立
し
た
ス
ム
ア
ブ
ム
を
初
代
と
し
て
一
一
代
続
い
た
ア
ム
ル
人
の

王
朝
で
あ
り
、
法
典
碑
で
有
名
な
ハ
ン
ム
ラ
ビ
は
第
六
代
の
王
で
す
。
バ

ビ
ロ
ン
第
一
王
朝
の
あ
と
、「
海
の
国
」
第
一
王
朝
を
バ
ビ
ロ
ン
第
二
王

朝
、
カ
ッ
シ
ー
ト
王
朝
を
バ
ビ
ロ
ン
第
三
王
朝
の
よ
う
に
数
え
ま
す
。
バ

ビ
ロ
ン
に
成
立
し
た
王
朝
を
、
ア
ム
ル
王
朝
か
ら
数
え
る
こ
と
は
、
前
一

千
年
紀
の
『
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
王
朝
表
』
で
す
で
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す

（Glassner 2005, 126-134

）。
バ
ビ
ロ
ン
の
歴
史
は
古
く
、
ハ
ン
ム
ラ

ビ
以
前
に
も
王
や
王
朝
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
バ
ビ
ロ
ン
が
文
字
史
料
か

ら
確
認
で
き
る
の
は
、
シ
ャ
ル
カ
リ
シ
ャ
ッ
リ
が
神
殿
を
建
立
し
た
と
記

す
ア
ッ
カ
ド
王
朝
時
代
か
ら
で
、
ア
ム
ル
王
朝
以
前
の
こ
と
で
す
。
そ
の

後
、
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
に
は
、
ア
ッ
カ
ド
地
方
の
有
力
都
市
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
実
を
無
視
し
て
ハ
ン
ム
ラ
ビ
の
王
朝
を
最
初
に

置
く
の
は
、
彼
の
と
き
に
バ
ビ
ロ
ン
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
中
心
都
市
と
い

う
特
権
的
な
地
位
を
獲
得
し
た
か
ら
で
す
。

ハ
ン
ム
ラ
ビ
は
一
つ
の
画
期
と
な
る
時
代
を
作
り
ま
し
た
。
割
拠
す
る

雄
国
、
ラ
ル
サ
・
エ
シ
ュ
ヌ
ン
ナ
・
マ
リ
・
ア
ッ
シ
リ
ア
を
征
服
し
、
統

一
王
朝
で
あ
っ
た
ウ
ル
第
三
王
朝
崩
壊
の
の
ち
、
は
じ
め
て
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
の
再
統
合
を
は
た
し
た
の
で
す
。
ハ
ン
ム
ラ
ビ
が
統
合
を
は
た
し
た
の

ち
、
彼
を
継
い
だ
サ
ム
ス
イ
ル
ナ
の
と
き
に
は
、
早
く
も
各
地
に
反
乱
が

起
き
、
南
部
で
は
「
海
の
国
」
が
勢
力
を
伸
ば
し
た
こ
と
で
、
領
土
を
失

い
勢
力
範
囲
が
縮
小
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
バ
ビ
ロ
ン
第
一
王
朝
の
政
治

的
弱
体
化
が
顕
著
に
な
っ
て
も
、
都
市
神
マ
ル
ド
ゥ
ク
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

の
最
高
神
エ
ン
リ
ル
の
権
威
を
引
き
継
い
で
神
々
の
主
座
に
つ
い
た
よ
う

に
、
確
立
し
た
バ
ビ
ロ
ン
の
権
威
は
保
持
さ
れ
、
シ
ュ
メ
ー
ル
以
来
の
伝

統
を
継
承
す
る
特
権
的
な
中
心
都
市
と
意
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
以
後
、

多
様
な
民
族
が
バ
ビ
ロ
ン
に
王
朝
を
建
て
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
そ

れ
ら
の
王
朝
は
い
ず
れ
も
伝
統
を
尊
重
し
た
た
め
、
バ
ビ
ロ
ン
の
権
威
は

損
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

前
二
千
年
紀
後
半
に
バ
ビ
ロ
ン
と
覇
権
を
争
う
強
国
と
し
て
登
場
し
た

ア
ッ
シ
リ
ア
は
、
政
治
的
に
バ
ビ
ロ
ン
を
圧
倒
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
ア
ッ
シ
リ
ア
は
「
バ
ビ
ロ
ニ
ア
化
」
を
推
進
し
ま
し
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た
。
ア
ッ
シ
リ
ア
も
バ
ビ
ロ
ン
の
特
権
的
地
位
を
認
め
て
い
た
の
で
す
。

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
古
い
時
代
が
「
シ
ュ
メ
ー
ル
と
ア
ッ
カ
ド
」
と
さ
れ
る

の
に
対
し
て
、
前
二
千
年
紀
後
半
以
降
の
時
代
で
は
、「
バ
ビ
ロ
ニ
ア
と

ア
ッ
シ
リ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
よ

る
変
化
が
あ
る
か
ら
で
す
。

バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
歴
史
を
、
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
・
中
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時

代
・
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
に
三
分
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
ッ
カ
ド
語

の
時
間
的
変
化
を
示
す
言
語
学
的
な
区
分
を
歴
史
区
分
に
適
応
し
た
時
代

区
分
で
あ
り
、
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
は
、
ウ
ル
第
三
王
朝
崩
壊
後
の
イ
シ

ン
・
ラ
ル
サ
王
朝
時
代
か
ら
、
バ
ビ
ロ
ン
第
一
王
朝
の
崩
壊
ま
で
の
期
間

に
な
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
イ
シ
ン
・
ラ
ル
サ
王
朝
時
代
が
古
バ
ビ
ロ

ニ
ア
時
代
前
期
と
さ
れ
、
ハ
ン
ム
ラ
ビ
の
治
世
の
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
後

期
と
区
別
さ
れ
ま
す
。
バ
ビ
ロ
ン
第
一
王
朝
は
、
と
き
に
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア

王
国
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、「
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
」
の
王

国
と
し
て
は
、
イ
シ
ン
・
ラ
ル
サ
王
朝
も
あ
り
ま
す
の
で
、
バ
ビ
ロ
ン
第

一
王
朝
だ
け
を
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
と
呼
ぶ
こ
と
は
不
適
切
と
い
え
ま
す
。

前
二
千
年
紀
前
半
の
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
は
、
ア
ム
ル
人
が
イ
シ
ン
・

ラ
ル
サ
王
朝
と
バ
ビ
ロ
ン
第
一
王
朝
を
建
て
た
よ
う
に
、
ア
ム
ル
人
が
活

躍
し
た
、「
ア
ム
ル
人
の
時
代
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
ア
ム
ル

人
の
時
代
」
で
あ
る
こ
の
時
代
を
、
一
括
し
て
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
と
呼

ぶ
こ
と
は
で
き
る
の
で
す
が
、「
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
」
は
使
え
ま
せ
ん
。

古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
と
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
を
、
同
じ
意
味
で
使
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
す
。

再
統
合
を
は
た
し
た
ハ
ン
ム
ラ
ビ
の
時
代
は
、
過
去
の
シ
ュ
メ
ー
ル
・

ア
ッ
カ
ド
を
継
承
す
る
こ
と
と
、
次
の
時
代
に
連
な
る
新
規
な
こ
と
が
台

頭
す
る
変
革
期
で
も
あ
り
ま
す
。
ウ
ル
第
三
王
朝
の
ウ
ル
ナ
ン
ム
法
典
を

継
承
し
て
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
典
が
作
ら
れ
た
こ
と
は
前
者
の
例
に
な
り
、
徳

政
令
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
私
的
経
済
の
進
展
が
後
者
の
例
に
な
り
ま
す
。

近
年
公
刊
さ
れ
た
関
係
図
書
が
ハ
ン
ム
ラ
ビ
を
表
題
に
す
る
よ
う
に（Ch-

arpin 2003, van de M
ieroop 2005, 

中
田1999

、
中
田2014

）、
王

碑
文
や
行
政
経
済
文
書
を
使
っ
た
、
ハ
ン
ム
ラ
ビ
が
統
一
を
は
た
す
ま
で

の
政
治
・
軍
事
的
過
程
や
法
典
な
ど
の
研
究
は
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
時
代
の
王
権
や
社
会
・
経
済
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
九
年
に
出
版
さ

れ
た
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
一
』
に
お
い
て
と
り
上
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
と

（
黒
田1969

）、
現
在
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
え
、
時
代
の
特

色
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
（
川
崎2000

）。
そ
う
し

た
な
か
で
、
新
傾
向
を
示
す
興
味
深
い
論
文
が
あ
り
ま
す
（
川
崎2000

）。

そ
の
論
文
で
は
、
シ
ュ
メ
ー
ル
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
典

中
の
、
イ
ル
ク
ム
義
務
者
に
関
す
る
条
文
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ル

ク
ム
制
度
と
は
、
王
が
広
範
な
自
由
人
を
対
象
に
し
て
、
軍
役
な
ど
の
王

に
対
す
る
義
務
を
条
件
に
認
め
た
、
土
地
所
有
の
特
権
の
こ
と
で
す
。
イ

ル
ク
ム
は
そ
れ
以
前
の
シ
ュ
メ
ー
ル
時
代
に
用
例
は
な
く
、
ハ
ン
ム
ラ
ビ
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法
典
以
前
の
法
典
に
関
連
条
文
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ハ
ン
ム
ラ
ビ
が
採
用
し

た
、
王
権
基
盤
の
強
化
と
拡
大
を
は
か
る
新
規
な
制
度
で
す
。
イ
ル
ク
ム

義
務
者
の
土
地
所
有
は
、
当
時
私
的
経
済
の
進
展
に
よ
る
債
務
な
ど
で
脅

か
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
典
に
イ
ル
ク
ム
関
係
に
か
か
わ
っ
て
多

く
の
経
済
関
連
条
項
が
並
ぶ
の
は
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
処
し
て
、
王
権

基
盤
の
安
定
に
必
須
の
イ
ル
ク
ム
義
務
者
を
保
護
す
る
た
め
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
論
文
は
、
新
旧
の
諸
制
度
が
混
淆
す
る
ハ
ン
ム
ラ
ビ
時
代
に

お
い
て
、
王
権
や
社
会
・
経
済
の
個
々
の
要
素
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
変

化
を
複
合
的
に
捉
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。
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